
コーディネーション学演習

先進事例研究ガイドブック

【概 要】

ＩＣＴ教材（動画）で取り上げた事例についてより深く学びます。視

察での気づきについて議論し、当該事例を横展開するための方

法や注意点を考えます。

【目 標】

この科目では、実践的なコーディネーション能力を身につけるこ

とを目標としています。



３Ｋといわれた伝統産業を産業観光に

世界初のスズ100%「曲がる食器」開発

9月19日 産業観光テーマに「能作」（高岡市）を訪問
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高岡は銅器など鋳物の街ですが、こうし

た伝統産業は「守りに入ると守れない」と、

能作社長はあえてチャレンジを続けてい

ます。かつて報道カメラマンだった感性や

目線はどこに活かされているでしょうか。

伝統産業と観光をコラボする発想はどこ

から沸いてきたのでしょうか、コーディネー

ションの手法を直に学びます。

見学のポイント

倉庫に眠っていた何千もの鋳型を正面
玄関の「ディスプレイ」として活用。





9月20日 ＡＩ通訳機を使いこなすグローバル過疎地

民宿群「春蘭の里」（能登町）を訪問

もう一つの持論は「行政に頼らない。

むしろ、行政が応援したくなるような

地域づくりをしたい」。この発想が、人

脈形成や多様なチャレンジを広げ、

シニアがＡＩ通訳機を使いこなす風土

を創っています。

「インバウンド観光客が求めているも

のは、むしろ田舎にある」は多田氏の

持論です。森の中で暮らす、食するは

人類共通の願いである、とも。
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2011年、イギリス

ＢＢＣ番組「ワー

ルドチャレンジ」に

エントリー。惜しく
も４位だった。

年間１万４千人の宿泊者のうち、毎年２０ヵ国１千人がインバウンド客

見学のポイント
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https://player.vimeo.com/video/161961572




9月20日 イカの駅つくモール（能登町）を見学

見学のポイント

能登町小木は日本海のイカ釣り漁

の拠点です。獲ったものを消費地

に直に送りたいと産直に早くから取

り組んだ土地柄です。いま、その発想を

横に広げて地域資源を生かした観光や

特産品の開発に取り組んでいます。案

内人は瀬川しのぶさん。





9月21日「ごちゃまぜ」の街「シェア金沢」を見学

・地域の住民が入浴と食事

・障がい者が清掃やレストラン厨房
で働く

・サービス付高齢者住宅に暮らす
お年寄り

・学生は１日１時間の作業で家賃３
万円
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見学のポイント

高齢者、障害のある人、大学生

が分け隔てなく誰もが住める街

を目指しています。それはＳＤＧ

ｓや地方創生のまちづくりの最

先端の取り組みと言えます。
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